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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和６年第３５週（令和６年８月２６日～令和６年９月１日） 

 

 
■ コメント 
・第 35週は、デング熱の報告が 1件ありました。本疾患は、デングウイルスを持つ蚊に刺される
ことで感染します。2～14日（通常 3～7日）の潜伏期間の後、突然の高熱で発症し、激しい頭
痛、関節痛、筋肉痛、発疹等が現れます。国内では流行していませんが、海外の流行地へ旅行
した後に、気になる症状が出た場合には、最寄りの医療機関を受診して下さい。海外の流行地
の情報は、厚生労働省検疫所ホームページ(https://www.forth.go.jp/index.html)でご確認い
ただけます。 

・福岡県感染症情報ホームページ(https://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、
感染症発生情報、病原体検出情報などをご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 12 601 239 9,818 

腸管出血性大腸菌感染症 4 105 140 2,061 

デング熱 1 9 6 139 

レジオネラ症 2 44 37 1,384 

アメーバ赤痢 1 21 4 352 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 80 37 1,316 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 55 40 1,407 

侵襲性インフルエンザ菌感染症 2 20 6 430 

水痘（入院例） 1 20 12 319 

梅毒 10 548 197 9,138 

百日咳 2 68 96 1,203 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 872 4.40 0.69 43,267 8.80 

インフルエンザ 80 0.40 2.42 1,445 0.29 

ＲＳウイルス感染症 101 0.84 0.86 1,748 0.56 

咽頭結膜熱 28 0.23 0.68 910 0.29 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 451 3.76 1.06 4,914 1.58 

感染性胃腸炎 437 3.64 1.03 7,557 2.42 

水痘 17 0.14 0.57 396 0.13 

手足口病（警報レベル） 565 4.71 1.16 13,236 4.24 

伝染性紅斑 8 0.07 0.73 406 0.13 

突発性発しん 44 0.37 0.79 882 0.28 

ヘルパンギーナ 105 0.88 1.62 2,179 0.70 

流行性耳下腺炎 7 0.06 3.50 104 0.03 

急性出血性結膜炎 0 0.00 0.00 13 0.02 

流行性角結膜炎 7 0.27 0.88 380 0.54 

細菌性髄膜炎 3 0.20 - 8 0.02 

無菌性髄膜炎 1 0.07 1.00 13 0.03 

マイコプラズマ肺炎 19 1.27 1.27 563 1.17 

クラミジア肺炎 0 0.00 - 1 0.00 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 5 0.01 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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